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 一．はじめに
 
  
人文科学研究所では、二〇一六年一
二月二六日～二八日、二一名
の参加者のもと、三重交通の貸し切りバスで総合研究旅行を実施した。ＪＲ米原駅で集合し、近畿地方東部を北から南に、湖東・宇治・奈良・明日香・橿原へ、次いで西名阪自動車道で東方の伊賀上野、東名阪自動車道で東海道の揖斐川沿いの水郷城下町桑名の七里の渡、多度大社を訪ねて、熱田神宮経由名古屋を終点とする行程である。
 
 
古代の要地を多く巡る今回の総合研究では、歴史学の荒木敏夫先
生に、事前に一二月一三日の総合研究説明会で「古代史探訪―古代王権と大和・近江―」と題し 詳しい配布資料を用いて解説 てい
ただき、調査時にも各地で詳しい解説をいただいた。また、今回、重要な古代寺社を多く訪問先とし、とりわけ旧多度町に所在する多度神宮は、 の宗教史、仏教の受容に関する故矢野建一先生の研究フィールドであった。そこで、宗教史を攻究され、 先生、また荒木先生とも交流のある愛知教育大学 西宮秀紀先生に特別にご参加をお願いして各地 解説をいただいた。三重交通のバスガイドさんからも今回の訪問 に焦点 当てたガイドの枠におさまらない広範かつ深いガイドをいただいた。
 
 
今回の行程は、近畿地方に生まれ育った記録者が、遠足などで訪
問し、学生時代の授業を受けた記憶が残る地 が多数含まれ、大変懐かしかった。
 
 二．行程の解説と訪問地の特色
 
 （一）湖東・宇治
 
 
今回の最初の訪問地彦根城の東方約二ｋｍに佐和山城址がある。
鎌倉時代の山城を嚆矢とし、丹羽長秀や石田三成の居城となり、その後に井伊氏 居 となった佐和山城は、 東に陸路東山道 （中山道）西に琵琶湖水運の重要地点である。井伊氏も当初佐和山を城下町する予定であったが、それをやめて、西方の湿地帯を干拓し居 彦根城と城下町を整備した。私たちは郭内と国宝 天守 特徴的な天秤櫓、 武家の長屋門、 堀の周辺を見学した。 城内で彦にゃん も遭っ
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た。彦根城は琵琶湖八景の景勝地となっている。近世初期に成立した近江八景とは別に、一九五〇年琵琶湖国定公園指定を記念して琵琶湖八景が選ばれた。八景は、元来、中国の瀟湘八景の画題で、それが日本に伝播した後、模倣して日本各地に流布した。晴嵐（春や秋の霞） 、晩鐘（夕日 寺院の鐘楼） 、夜雨、夕照（夕日の水面と事物） 、帰帆（夕暮れの帰港船） 、秋月（秋 月とその水面） 、落雁（空を飛ぶ雁） 、暮雪（ 以後の雪山）の八景から成り 今回訪問した石山寺と勢多（瀬田 は、近江八景の秋月と夕照の景勝地である。
これに対して、 近代以降の八景では、風光明媚な景色を八箇所選んで愛でる好みが引き継がれ、 景の規準は可変的で、彦根城は月明の美しさにより琵琶湖八景に選ばれている。写真は、一九九六年に天守の屋根瓦葺き替え 白壁の補修が行われた彦根城を背景に撮影した集合写真である（撮影者：田中正敬先生。掲載写真はすべて田中先生の による） 。
 
 
次いで、天台宗の金剛輪寺、および百済寺を訪ねた。金剛輪寺で
は精進料理の昼食をいただいた。湖西の比叡山に天台宗総本山が構える滋賀県には多くの天台宗寺院がある。総本山の寺域は湖西の並みに広がり、三塔一六谷に地域区分され、東塔、西塔、横川の三
塔が上位区分、一六谷が下位区分をなす。また西教寺派も天台真盛宗総本山として独自に本山制を布いている。湖東においても天台宗寺院が山中に所在する。訪問し 両寺は、それぞれ行基、聖徳太子を開祖とする伝承をもち、その後、天台宗寺院して現在に至る。鈴鹿山脈の西斜面中腹に所在し、中世には湖東五山、
江戸時代以降は湖東三山を構成する寺院である。元亀二 （一五七一）年の叡山焼き討ちに続いて、天正元（一五七三）年信長の焼き討ちを受けた百済寺の旧本堂前には 焼き討ちで損傷して幹が空洞化した伝承をもつ菩提樹（中央部で直径約八〇ｃｍ）が、枯れ ことなく幹の周囲から萌芽して数本の幹に生長し、 「釈迦山千年菩提樹」と呼ばれている。
 
 
百済寺のあと、 織田信長の居城安土
城は車窓からの見学であった。
安土城について、記録者には２つ思い出がある。高校二年の夏に安土城に登った。小丘を登って滝のような汗をかいたのに 最寄りの食堂で熱いあんかけうどんを食べて汗が噴き出した記憶しか残っていない。大学生のとき、足利健亮先生の講義で、信長によ 安土選定の試論を教わった。 「目賀田山」 「安土山」 と改名して天正四 （一五七六）年に築城を開始したのは、光秀の坂本、秀吉の長浜が左右
彦根城天守閣を背景に 
 
百済寺旧本堂前の千年菩提樹 
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にほぼ等距離に眺望でき、琵琶湖水運を治め、かつ火攻めを受ける危険のない地点ゆえである。信長は天正六（一五七八）年に甥の信澄に安土の対岸、高島町の砂州上に大溝城を築かせ、湖水を介した地域編成を深化した （執筆は後年。 足利一九九二） 。
 
石山寺に向かう途中、荒木先生の
発案で蒲生町に整備されたあかね古
墳公園に立ち寄った。雨乞山古墳と久保田古墳からなり、一九九二年復元工事開始、一九九七年三月に完成した。雨乞山古墳では二方向の造り出し付き古墳の様子を、 久保田古墳では円筒埴輪の配列を、直接古墳に上って確認できる。
 
 
石山寺は、瀬田川右岸に所在する東寺真言宗の寺院で、聖武天皇
の発願による建立の伝承をもち、平安文学の作者も多く参拝している。西国三十三所の観音霊場の第一三番札所としてご詠歌にも詠わ
れ知られている。 「石山」の名は、接触変成岩の硅灰石や大理石が石灰岩とともに岩塊をなして褶曲していることにち む。建造物では、国宝の本堂
（本尊如意輪観音）と多宝塔（大日如来像）のほか、東大門（参道入口の門） 、鐘楼、御影堂（開山堂） 、経蔵、三十八所権現社本殿、蓮如堂、宝篋印塔が重要文化財をなし、美しい景色を堪能した。門前には琵琶湖名物の自家製手づくり鮒ず の店がある。
 
 
一日目の見学を無事終え、瀬田の唐橋を車窓から寸見し、しばら
くして宿泊地に到着した。先に記した足利先生には 滋賀県に関連して、近江八幡市の八幡山の別名「鶴翼山」が漁師・船頭の生活と結びついた地名であること、瀬田の唐橋の古代の橋脚台遺構が古代官道・近江の国府・国分寺 配置を解く鍵となっ こ などの研究もある。懐か 講義や著作を思い出しながら １日目を終えた。
 
 
二日目はあいにくの雨天ではじまった。昨日と同じく車窓から瀬
田の唐橋を寸望し、京滋バイパスで宇治東に向かい、平等院鳳凰堂に到着した。南門から入場し、時計回り 歩いて 前池を挟んで
凰堂を眺めた。南門から鳳凰堂までの間にいくつかの建物や墓所、庭の各所に当時詠まれた和歌の碑もある。鳳凰堂は東を前にして阿弥陀如来坐像を中央 配したお堂で、扉や壁には阿弥陀如来による九品来迎図が描かれている。上品上生から下品下生まで九段階に異なる阿弥陀様のお迎えのあり様を
 
蒲生野の久保田古墳と円筒埴輪列 
石山寺の硅灰石の岩塊 
 
平等院鳳凰堂。中央屋内に 
阿弥陀如来坐像 
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描いてある。また、阿弥陀如来坐像の周りには、奏でる楽器やしぐさが異なる数多の雲中供養菩薩像が懸架されているという。鳳凰堂を外から拝観する私たちには直接これらを拝むことはできないが、平等院ミュージアム鳳翔館で想定復元来迎図 じっく 拝観した。雲中供養菩薩像を写したトランプをミュージアムショップで販売ていたので購入した。
 
 （二）奈良・飛鳥の古墳、古代の都城施設
 
 
平等院を後にして京奈和道を南下し、京都と奈良の境界の丘陵の
南面、奈保山に元明天皇陵と元正天皇
陵、その南の佐保山に聖武天
皇陵と仁正皇太后（光 皇后）陵 訪れた。幸い雨もあがり 奈保山と佐保山の丘陵地帯の眼下には、奈良平城京がひろがっている。元明天皇は天智天皇の娘で、草壁 子の正妃であった。日高皇女と
珂瑠皇子を授かったが、草壁皇子が早世したため、草壁の母で、元明の姉・義母の持統天皇が即位・治世した。そのあとを珂瑠 子が即位して文武天皇となっ が 一〇年で崩御した め、今度は元明自らが第四三代天皇に即位した。藤原京から平城京へ遷都し、 『古事記』の事業を成し遂げ、 『風土記』
編さんの詔勅を発し、郷里制を施行した後、長女の日高皇女に譲位した。日高皇女は即位して元正天皇と て、養老律令編さんの詔勅を発し、 『日本書紀』の事業を成し遂げ、文武天皇の遺児首 子に譲位した。首皇子が聖武天皇として即位した後も 上皇として聖武天皇を後見・補佐した。 このように、この丘陵地は、平城京への遷都と奈良時代の前半を統べた天皇 陵墓が祀られた地である。
 
 
昼食後、奈良町を三〇分余り散
策した。近年は市街地整備で道が拡幅され ため、細い道が縦横に走る景観が残る町中に向かった。以前の町中には、御所馬場町のあたりに大乗院に仕えた人々の屋敷
があり、町の北側に雅楽の奏者の住居（楽人長屋）があり、道路に面した土塀をところどころくりぬいた出入り口も残っていたが 一九九一年に取 壊された。
 
 
午後は石
上
いそのかみ
神宮と飛鳥の地を訪れた。石上神宮は、大神
おおみわ
神社（三
 
聖武天皇陵を正面に、荒木先生による 
天皇陵についての解説 
  
布留山西北麓に鎮座する石上神宮。 奈良町の古くからの町並みの 
西宮先生にその歴史と役割を伺う 狭い道 
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輪明神）とともに、日本最古の神社の一つで、本殿がなく、拝殿奥の禁足地を御本地＝神体山として拝んだ神社の起原を残している。両神宮の所在する一帯は、連
むらじ
のカバネをもつ
伴
造
とものみやつこ
としての職掌
の家柄が集中していて、五～六世紀の宮室がこの一帯に分布していたことと不可分 関係にある。石上神宮は、武門の棟梁物部氏の総氏神で、主祭神は御本地の中央に埋斎され、諸神は拝殿に祀られていた。四世紀に百済王から献上された七支刀を伝世している。明治七 （一八七四） 年に大宮司が禁足地を発掘して御神体を掘り起こし、大正二（一九一三）年 本殿を造営して納め、禁足地 「布留社」として祀る現在の姿となった。明治時代以前は神宮寺があり、鎌倉期に建立された国宝 拝殿も大仏様
と称する仏教建築の要素をもつ。
楼門脇で西宮先生に石上神宮の解説をうかがった。
 
 
飛鳥は、先の五～六世紀の三輪山周辺での宮室運営の後、六世紀
末の推古天皇の治世から八世紀初期の天武天皇・持統天皇の治世までの百十余年間、 一時的な遷都 （孝徳天皇による難波宮 智天皇による近江大津宮）の期 を除いて宮室が営まれた地である。この期間中、天皇の交代や同じ天皇の治世下でも 飛鳥内部において宮室は何度も移転され、ようやく七世
紀後半、飛鳥浄御原令が制定され、宮都と呼びうる条坊制地割りが施工された藤原京が造営された。
 
今回の飛鳥の見学地は、藤原京造
営以前の時期の、石舞台古墳、飛鳥寺、飛鳥水落遺跡である。石舞台古墳は、聖徳太子を支えた蘇我馬子を埋葬したとされる七世紀初頭の墳墓で、方墳（上円下方墳）または当時
の皇族の墳墓にも類例がある下方八角墳と推測され、国の特別史跡になっている。飛鳥寺は、その蘇我
馬子が開いた、五八七年発願、
五九六年創建の蘇我氏の氏寺で、荒木先生から、現地においてかつての壮大な寺院の規模や、 指呼の間にある甘樫丘のこと （蘇我蝦夷・入鹿の邸宅が所在）や、 を滅亡した中大兄皇子・中臣鎌足が飛鳥寺に陣を構えて西門から甘樫丘に対峙 ことなどを解説いただいた。飛鳥水落遺跡は六六〇
年に中大兄皇子が築造した日本最古
の水時計施設で、甘樫丘東縁を流れる飛鳥川右岸に所在す 。飛鳥の一帯にこれらの史実や数代の宮室が集中的に展開したことをあらためて実感した。
 
奈良から三輪山の麓を通る山辺の道は高校二年生の遠足で、石舞
台古墳、岡寺、酒船石、飛鳥寺も高校生の時、休日に訪れた。大学生の時には 出土木簡により古代史研究 水準を高め、さらに藤原
 
石舞台古墳で花崗岩の巨石のすき間 
から玄室をのぞく。羨道は右手。 
 
飛鳥寺西門跡から甘樫丘を臨む 
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宮域の内裏推定地区の国道バイパス建設計画変更をせまる緊急調査を契機に古代宮都・古道 探究を切り開いた岸俊男の研究を知った（岸一九七七、一九八八） 。そして、戦前の米倉二郎による国府位置の推定の伝統をもつ歴史地理学は、岸の古道研究を吸収して、日本各地における歴史時代の空間編成・空間構造の研究を進展させた。今回、荒木先生に詳細な空中写真の現地比定図をいただき、訪れた現地で詳しく教えていただくなかで、朝尾直弘の司会で岸の最終講義を拝聴した懐かしい一コマが蘇り、単に時を刻むわが身を悲しくも実感した。
 
 
盛りだくさんの２日目を満喫し、宿泊地に到着したときは日も暮
れていた。
 
 （三）伊賀上野・七里の渡し跡・多度大社
 
 
翌朝はすっかり雨も上がり、すが
すがしい。早起きして、出発前に橿原神宮に参拝した人もいる。境内はすっかり新年を迎える準備がととのっていたとのことである。
 
 
三日目は、西名阪道で三重県伊賀
上野に向か た。三重県は近畿地方に所在するが、東海地方に含める省庁もある。訪問した伊賀上野は、大
阪への通勤圏にある。芭蕉翁記念館と伊賀上野城を訪問予定であったが、記念館は二八日から年末休館に入ったため、上野城と俳聖殿を見学した。城の天守閣は昭和一〇（一九三五）年に地元の名士川崎克氏によって復興されたもので、伊賀文化産業城と称する。天守閣で景色 楽しもうと三階に登ると、 横山大観の 「満月」 をはじめ、近現代史に登場する著名人四六名の天守閣復興を祝う書画の大色紙が格子天井にはめ込んで飾られていた。 掲載は控えるが、 圧巻であった。
 
 
天守から公園に戻る途中の俳聖殿も、松尾芭蕉を追慕して、川崎
克氏が建築家伊東忠太に依頼して、昭和一七（一九四二）年に建立した、下層八角形、上層円形、木造重層、檜皮葺 屋根の建築で、内部に伊賀窯で陶芸した瞑想姿の芭蕉像が安置されている。
 
 
再びバスに乗って東名阪道を東に向かい、水郷桑名城の蟠龍櫓を
模した揖斐川の水門統合管理所近くで下車し、尾張宮宿（熱田宿）と結ぶ東海道桑名宿の船着き場七里の渡し跡を見学した。
 
 
昼食後、バスで北上し、西に折れて山あい 入り、多度大社に到
着した。鳥居をくぐり、身を清め、橋を渡ったあと、拝殿に到着する。鳥居の先には神馬の白馬がいるほか、例祭の坂道を馬が駆け上がる上げ馬神事や流鏑馬神事など、地域社会による信仰には 馬ちなむ神事が多い。その一方で、多度大社も拝殿から奥 神体山を拝む古代からの神社である。現在は神社一色である 奈良時代から神宮寺として知られ、延暦二〇（八〇一）年『多度神宮寺伽藍縁
 
伊賀上野城。天守閣は昭和 10 年に復興 
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起并資財帳』を所蔵する。西宮先生に、一三丁、三〇ｃｍからなる和装丁の複製本を拝殿前で広げていただき 資財帳の内容とともに、資財帳に施された改ざんなどの解説もしていただいた。多度大社に関するご論考を本特集号に寄稿いただい ます。
 
 
荒木先生と西宮先生が、代表して、宮司さんに挨拶をしていただ
いた。このあと、バスに乗り、東名阪道・名古屋高速を走り、熱田神宮に参り、名古屋浩養園で歓談の時を過ごし 後、ＪＲ名古屋駅で解散し、二泊三日の総合研究を終えた。
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